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ハテニャン

Vol.21　空中基地

爺：ハテニャン、お主、イカロスの話を知っておるか？
ハ：突然なんですか、ネズ爺。ギリシャ神話のイカロスの話でしょう？　空を飛べる翼を

作ったのに、太陽に近づき過ぎて翼が分解して墜落してしまったって話ですよね。
爺：そうじゃ。ワシはな、今回の特許発明を考えると、つい、イカロスの話を思い出して

しまうんじゃよ。
ハ：今回の特許公報は、飛行船の米国特許のようですね。うーん、分からニャい。

今回の特許公報：
硬式飛行船

米国特許第 2,365,827 号
発明の名称：Rigid Airship
権利者：Wingfoot Corporation
発明者：Herman R. Liebert
出願日：1941 年 08 月 05 日
登録日：1944 年 12 月 26 日

ネズ爺

用兵者が夢見る
兵器じゃな。

人もネコも、空に
憧れるんですよ。

図１
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１．硬式飛行船

ハ：飛行船って、今でも側面に大きな文字や絵が描かれた
ものが飛んでいるのを、たまに見かけますね。

爺：そうじゃな。今や飛行船は、専ら宣伝広告用や遊覧飛
行用の機材じゃ。昔のように、輸送手段としては使わ
れなくなっておるのう。

ハ：映画などの道具立てに使われますが※１、我々にとっ
て、あまり身近な航空機ではないですね。

爺：そもそも、飛行船には、軟式飛行船と硬式飛行船の２
種類があるのじゃ。我々が最近見るのは、専ら前者の
軟式飛行船じゃ。

ハ：両者はどのように違うのですか？
爺：軟式飛行船とは、いわば巨大な袋にヘリウムや水素な

どの軽量ガスを詰めたものじゃ。
ハ：大きな風船にゴンドラを付けたようなものですね。
爺：そういうことじゃ。それに対して、硬式飛行船は、軀

く

体をアルミなどのフレームで作ったうえで、同様の軽
量ガスを詰めたものじゃ。後者は巨大飛行船を製作す
る場合に用いられた構造なんじゃ。

ハ：あ、確か、有名なヒンデンブルク号※２は、相当に巨
大な飛行船だったんですよね。

爺：そうじゃ。ヒンデンブルク号に代表される大型のドイ
ツのツェッペリン飛行船は皆、硬式飛行船じゃ。

ハ：なるほど。でも、ネズ爺、今回の特許発明は、米国の
会社が権利者になっていますよね。米国でもそのよう
な硬式飛行船を造っていたのですか？

爺：うむ。あまり知られておらんが、米国海軍は一時期、
熱心に巨大飛行船を運用しておったのじゃよ。

ハ：へー、なんか意外ですね。
爺：そのうち、最も大きな飛行船は、第二次世界大戦前に

運用された、USS アクロン（AKRON）とUSS メイ
コン（MACON）という、２隻の同型船じゃ。アクロ
ンの写真と諸元データを見てもらおう。

ハ：数字だけ見ても、ピンとこないニャァ。全長240ｍっ
てどれくらいの大きさニャンでしょう？

爺：全長70ｍ程度のボーイング747と比べると、３倍以上
の長さじゃ。ざっと、下のような感じじゃよ。

ハ：うわわ、本当に大きな飛行船なんですね。米国海軍は
こんな飛行船をどのように使ったのですか。

爺：米国東海岸を飛行して、海上の哨戒任務に当てたの
じゃ。レーダーなどなかった時代、長大な航続距離を
生かして広い領海を監視したのじゃ。

ハ：なるほど、米国の沿岸をゆっくり飛びながら、敵艦船
の襲来を警戒したのですね。

爺：さて、ハテニャン、この米国海軍の飛行船は、他の飛
行船にない特徴を持っていたのじゃ。今回の特許発明
の図面にも、それが描かれておる。図１を見て、何か
気が付くことはないか？

ハ：ん～。あれ？　図１の飛行船の右下側に小さく描かれ
ているのは……飛行機ですか？　（矢印参照）

爺：そうじゃ。アクロンとメイコンは飛行機を搭載するこ
とができる飛行船なのじゃ※３。

Comments

※１）�飛行船が登場するアニメに、『魔女の宅急便』（スタジオジブリ、1989年）や、『機動警察パトレイバー２�the�movie』（松竹、1993年）
がある。

※２）�ドイツのツェッペリン社が運航した飛行船で、全長245ｍの世界最大の飛行船だった。フリードリヒスハーフェン−ニューヨーク間
を最短６日程度で往復運航されたが、米国・ニュージャージーにおいて爆発事故で失われるまでの運航期間は１年半に満たなかった。

※３）アクロン型飛行船は、飛行機４機をつり下げて収納する格納庫を船体内に有していた。

〈 USS アクロン 〉　（ウィキペディアより転載）
重量　100 トン（221,000 ポンド） 
体積　180,000m3（6,500,000ft3） 
全長　240m（785ft） 
直径　40m（132.5ft） 
全高　46m（152.5ft） 
機関　ガソリンエンジン 560hp 8 基 
速度　巡航速度 90km/h（50kt）
　　　最大速度 130km/h（72kt） 
航続距離　１万 9594km（１万 580 マイル） 
乗員　士官、兵員 89 人 
兵装　機銃 7基

出典：「F9C�SPARROWHAWK」�Steve�Ginter�社�2008年

（ウィキペディア中の図面を元に作成）

ボーイング 747

USS AKRON
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２．搭載機と本件特許発明のクレーム

ハ：飛行機を搭載してたんですか！　そういえば、映画『イ
ンディ・ジョーンズ／最後の聖戦』※４に、飛行機を搭
載する巨大な飛行船が出てきましたね。

爺：あのドイツの飛行船はフィクションじゃ。しかし、米
国海軍は、実際に空中基地とも呼べる巨大な飛行船を
建造して、運用しておったんじゃよ。

ハ：この飛行船は、どうやって、飛行機を搭載したのです
か？　飛行甲板があるようには見えませんが……。

爺：飛行機側のフックを懸架装置に引っ掛けて収納したん
じゃ。懸架装置の写真を示しておくぞ。

ハ：おお、なんか、『ガンダム』のコアファイターの着艦
方法に似ています※５！　コアファイターは、上方に
伸びるフックで、ホワイトベースに着艦してたんです
よ。知ってましたか、ネズ爺！

爺：ハハハ（苦笑）。案外、『ガンダム』の制作者は、この
飛行船を知っていたのかもしれんのう。

ハ：この飛行機は、飛行船専用に設計されたものですか？
爺：うむ。アクロン、メイコン専用に作られた、カーチス

F9C改スパローホーク※６という小型の戦闘機じゃ。
ハ：うわ～、ますますコアファイターっぽいです。
爺：模型で、全体像を見てみよう。

ハ：機首のフックが邪魔ですが、案外、うまくデザインさ
れた、かっこいい機体ですね。

爺：ここで、本件特許発明のクレームを見てみよう。

ハ：なるほど、飛行機の収納方法に関する特許発明ですね。
あれ？　でも、左の写真では、アクロンは格納庫を持っ
てたようですよ……ということは、この特許発明は、
アクロンそのものに関するものではないのですね。

爺：そうじゃ。アクロンは1933年に、メイコンも1935年
に事故で失われておる。この特許の出願日は1941年
じゃから、６年もたって出願された発明じゃな。

ハ：え？　両飛行船とも、墜落したんですか。
爺：両飛行船の運命を、ドイツの巨大飛行船ヒンデンブル

クとともに年表で示すぞ。

ハ：うわわっ、それぞれの運用期間は、１年半足らずです
ね。巨大飛行船の寿命はとても短かったんですね。

爺：うむ。それも、皆、悲劇的な最期を迎えておる※７。

Comments

※４）1989年。スピルバーグ監督のインディ・ジョーンズシリーズの３作目。
※５）�『機動戦士ガンダム』第７話で描かれた。小型戦闘機でもあるコアファイターは、ホワイトベースの格納庫底部に張られた着艦ワイ

ヤに上方に突き出た着艦フックを引っ掛けて、格納庫内に引き上げられる。
※６）415馬力のライトR-975エンジンを積んだ、最高速度283km/hの小型戦闘機。武装は7.6mm機銃２丁。６機の量産型が製造された。
※７）�アクロンが海上に墜落した際には73人もの溺死者を出した。メイコンも同じく海上に墜落したが、事故による溺死者は２人だけで

済んだ。米国海軍がアクロンの事故の教訓を取り入れて、メイコンに救命胴衣と救命ボートの装備を施していたためである。

１．In combination a rigid airship and a plurality of 
airplanes suspended there from by retracted 
retractable landing means, the airplanes being located 
in recesses in the bottom of the airship, said 
airplanes substantially filling and closing the recesses 
with the under surface of the wings of the airplanes 
substantially flush with the bottom of the airship, and 
forming substantially a continuation of the outer 
contour thereof.

１．硬式飛行船と、折り畳み式の着陸装置を折り畳
むことによりその硬式飛行船から懸垂する複数の飛
行機との組み合わせ構造であって、前記飛行機は、
前記飛行船の底面の凹部に位置し、前記飛行機の翼
の下面は前記飛行船の底面とほぼ面一となるように
フィットし近接し、前記飛行船の輪郭と実質的に連
続する。

出典：「F9C�SPARROWHAWK」（前出）

USS　アクロン USS　メイコン ヒンデンブルク

1931.9.23 初飛行

1931.10.27 就役

1933.4.4 事故損失 1933.4.21 初飛行

1933.6.23 就役

1935.2.12 事故損失

1936.3.4 初飛行

1937.5.6 爆発事故

↓機体エンブレム
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３．軍用飛行船時代の終
しゅうえん

焉

ハ：アクロンとメイコンの墜落原因はなんですか？
爺：悪天候じゃ。飛行船は天候に対して脆

ぜいじゃく

弱なのじゃ。
ハ：鉄骨で組まれてるとはいえ、風船ですからねぇ。
爺：メイコンが墜落したときの、風刺画を載せておくぞ。

ハ：死神が墓標に、事故で失われた巨大な飛行船の名前を
次々に刻んでいるという絵ですね。

爺：２年後には、この墓標にヒンデンブルクの名が刻まれ
るんじゃ。それを暗示する風刺画じゃな。

ハ：巨大飛行船時代の終焉を予感させますね。この特許発
明は、それにあらがう感じで出願されたことになりま
すね。

爺：アクロン、メイコンはグッドイヤー社（Goodyear）
がツェッペリン社（Zeppelin）の技術を導入して建造
したんじゃ。本件特許発明の出願人、ウイングフット
社（Wingfoot）はその子会社じゃ※８。

ハ：住所がアクロン市ですね。ということは、アクロンの
名は、グッドイヤー社の所在地からきたんですか。

爺：そういうことじゃ。本件出願の他の図面には、搭載す
る飛行機の図として、コルセア戦闘機似の機体が描か
れておる。同戦闘機は、グッドイヤー社がライセンス
生産しておったからじゃ※９。

ハ：でも、用兵者が空中基地を持ちたいという願望は理解
できます。空中基地は、男の子の永遠の憧れですから
ね。『キャプテンスカーレット』のスペクトラムの基
地、クラウドベースや『ウルトラマンガイア』のXIG（シ
グ）の基地、エリアルベースなんか、まさに、空中基
地ですから※10。

爺：フィクションなら問題なかろう。しかし、現実の空中
基地は空から地上を支配する兵器じゃ。どちらかとい
うと、スウィフトが書いた「ラピュータ」※11みたいな
もんじゃ。人間が神のまね事をしてもいいことはない。

ハ：うーん、結局、神の造りし自然には勝てなかったわけ
ですからね。イカロスと同じですか。

爺：そういうことじゃ。では、最後に、アレをやるぞ！
ハ：アレってなんですか？
爺：お主の好きな『天空の城ラピュタ』※12のアレじゃ。
ハ：ああ、アレですね。分かりました！　では、せーの！
爺・ハ：バルス！

Comments

※８）�グッドイヤー社の社章は羽根付き靴であり、まさにWingfootである。なお、USSメイコンの名はジョージア州のメイコン市からき
ている。

※９）�グッドイヤー社はFGの名称で、F4Uコルセア戦闘機をライセンス生産した。同社は、コルセア戦闘機を再設計し、スーパーコルセ
ア戦闘機ともいえる3000馬力級エンジンを積んだF2G戦闘機を提案したが量産に至らなかった。

※10）�『キャプテンスカーレット』は1967年制作のイギリスの特撮番組。『ウルトラマンガイア』は1998年制作。後者のエリアルベースは、
前者のクラウドベースのオマージュであると思われる。

※11）「ラピュータ」はジョナサン・スウィフトが1725年に書いた小説『ガリヴァー旅行記』に登場する、架空の空中都市。
※12）スタジオジブリ、1986年。「バルス」は、シータとパズーが一緒に唱えた、ラピュタを崩壊させる滅びの呪文。

米国海軍の飛行船とアリソンエンジン

　米国海軍の飛行船開発は、思わぬ副産物を生んでいる。それが、アリソンV-1710 液冷エンジンで
ある。同エンジンは、第二次世界大戦時において、英国のマーリンエンジン、ドイツのDB601系エン
ジンとならぶ、米国を代表する液冷式エンジンである。このエンジンのルーツは、飛行船用のエンジン
にあった。米国海軍は USS メイコンに続く飛行船のエンジンとして、インディアナポリスにあるアリソン
社にエンジンを発注し、同社は V-1710 エンジンの開発をスタートさせたが、アクロン、メイコンの墜落

アリソンV-1710エンジンアリソンV-1710エンジン

事故が続いたことにより米国海軍は巨大飛行船の運用を断念してしまい、結果と
して、この新型エンジンの開発計画は宙に浮いてしまった。
　その後、アリソン社がＧＭ社に買収されると、並行して開発していた航空機用
V-1710の開発計画が息を吹き返し、P-38、
P-39、P-40 等のエンジンとして採用された。

同エンジンの機械式の過給機（スーパーチャージャー）は平凡なもの
であったが、排気式の過給機（ターボ）を装備した P-38 は、同エン
ジンの性能を飛躍的に高め、同機を傑作戦闘機にした。

ロッキードP-38 戦闘機ロッキードP-38 戦闘機
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風刺画：「高貴な実験の
終焉がまた一つ」
（ニューヨークポスト紙）


